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協定に関するこれまでの経緯

今後の取組

三者協定の基本理念
①伝統的な森林の取扱による北海道古来の森林の再生
②アイヌの人々の文化伝承に必要な草本育成など
③国有林野やその産物の新たな活用と保全によるアイヌの人々
や地域住民の雇用機会の創出

④地域と国有林との協働・連携による森づくり
⑤アイヌ施策推進法に則った森林に係る分野での積極的な実施

1251林班にエゾ
シカ侵入防止柵
を設置し、アイ
ヌ文化の伝承に
必要な広葉樹７
種類９００本を
植樹

プロジェクト
のシンボル,コ
タンコロカムイ
(シマフクロウ)
の営巣を願い
巣箱を設置

巣箱の設置に
あたって、コ
タンコロカム
イの定着と地
域の安全と繁
栄を祈る儀式
(カムイノミ)
を実施

自生している
オヒョウで、
一部の皮を剥
ぎ、今後の回
復状況を追跡
調査

令和元年度、新
たに2箇所0.2ha
にエゾシカ侵入
防止柵を設置。
下草の生育を阻
害する防草シー
トを敷き、そこ
へ稚樹を植栽

伝統文化を育んだ森林の回復・再生を図るには、長い年月が必要であり、広葉樹を育成する技術も確立されているとは言えませ
ん。このためにも、いくつかのアプローチにより、現地に合わせた取組を推進していかなければなりません。引き続き、平取町内
の国有林を対象に、アイヌの利用樹木の生育、シマフクロウの営巣に向けての環境づくり、伝統民具の製作技術の継承、伝統的狩
猟の継承に向けて取り組む予定です。令和３年度の新たな取組として、魚類が遡上できなくなっている河川工作物に市民魚道の設
置や、エゾフクロウの巣箱の設置等も予定しています。また、「二風谷アットウシ」の原材料であるオヒョウの樹皮は、沙流川流
域では少なくなってきており、オヒョウの育成も重要な取組の一つです。しかし、オヒョウは、エゾシカの食害を受けやすいとい
う特徴があり、柵などで防護しないと成長が見込めません。
また、アイヌ文化の伝承に必要な自然素材を採取しやすくする方法として、アイヌ共用林野制度などの各種制度を活用しながら

仕組みづくりを進めていきます。

二風谷イタ

アットウシの原材料
オヒョウ二風谷アットウシ

平成２５年３月にアイヌの伝統工芸
品の木製のお盆「二風谷イタ」と樹
皮から作った糸で織った反物「二風
谷アットウシ｣が、北海道で初めて経
済産業大臣より「伝統的工芸品」の
指定を受けました。

「２１世紀・アイヌ文化伝承の森プロジェ
クト」を実施している平取町は、北海道日
高地方の西側に位置し、町の面積の８０
％以上を森林が占め、東側に日本百名
山の幌尻岳があり、町の中央部を一級河
川の沙流川が流れる自然豊かな町です。
沙流川流域には、古くから多くのアイヌ

の人々が生活していた「コタン」といわれ
る集落があり、特に「二風谷」地区は、自
然との共生の中から育まれてきたアイヌ
の文化が色濃く残る地域で、現代にその
伝統が引き継がれています。

群状混植法～同じ種類の樹木をまとめて群状(パッチ)に
植え、同じ樹種のパッチが隣り合わないよう他の樹種の
パッチを配列する植栽方法。単木混植法では成長の早い
樹種が優占し、混交林になりにくい。

平取町

拡大

北海道森林管理局長・平取町長・平取アイヌ協会長

カツラの木で作成された協定書

群状混植 単木混植

1236～1251林班
1,736.57ha

21世紀・アイヌ文化伝承の森位置図

植樹箇所

活動内容

アベツ地区国有林1251林班０．２haにアイヌ文化の伝承に必要な広葉樹７種９００本を植樹しました。群状混
植法を採用し、種の多様性を確保されるよう配慮しています。
二風谷アットウシの原材料であるオヒョウの樹皮の採取は、持続可能な利用方策により、上川南部森
林管理署管内及び道有林内で採取が行われています。また、今年度アベツ国有林においてオヒョウの
樹皮全てではなく３分の１を剥ぎ、樹皮が回復し継続採取できるかの試験を行っています。

群状混植法による植栽図
（1251林班）

霊峰ポロシリ（幌尻岳）

びらとりトマト びらとり和牛

平取町とアイヌ文化

日本一の広さを誇る
野生スズラン群生地

2008年
「アイヌ政策のあり方に関する有識者懇談会」にて国公有地で
アイヌ文化の継承に必要な樹木等の自然素材を円滑に利活用で
きる条件整備を進めていくことが重要であることを報告

2012年
「２１世紀・アイヌ文化伝承の森」構想を北海道森林管理局が
提案。９月プロジェクト推進会議を設立

2013年
北海道森林管理局、平取町及び（社）北海道アイヌ協会平取支
部の３者による包括協定「２１世紀・アイヌ文化伝承の森再生
計画～コタンコロカムイの森づくり～」を締結

2014年
北海道・北海道森林管理局で「オヒョウの持続可能な利用方
策」を提案

2020年
北海道森林管理局、平取町及び平取アイヌ協会の３者により包
括協定「２１世紀・アイヌ文化伝承の森再生計画～コタンコロ

カムイの森づくり～」を更新

質問受付メールアドレス ： h_hidakahokubu@maff.go.jp

対象区域：平取町内の国有林41,513ha
（下図：モデル地区のアベツ国有林）

【二風谷アットウシ原材料の安定確保に向けた
「オヒョウの持続可能な利用方策」】

北海道立総合研究機構林業試験場の協力を得て、北
海道と北海道森林管理局が当面の方向性を示すものと
して作成

・アイヌ文化とオヒョウ
・樹種特性とその分布
・持続可能な採取方法
・造成技術の提案
・原材料確保に係る連携体制

植栽樹種
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